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町
内
を
歩
け
ば
歩
く
ほ
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ

れ
ら
を
解
決
し
「
湯
梨
浜
町
に
住
ん

で
よ
か
っ
た
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
ま
ち
創
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
少
な
い
得
票
数
で
も
、
会
社
勤

め
を
し
な
が
ら
で
も
、
意
欲
あ
る

高
齢
者
・
子
育
て
世
代
が
活
動
で

き
る
議
会
制
度
の
改
革
。「
議
員
定

数
倍
増
・
報
酬
半
額
、
平
日
の
夜
・

土
日
開
催
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
住
民
皆
さ
ん
の
生
活
へ
の
不
安

や
心
配
に
応
え
、
安
心
安
全
な
環

境
を
整
え
て
い
く
こ
と
。
ま
た
、

経
済
活
動
の
維
持
拡
大
を
ベ
ー
ス

に
町
政
課
題
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
議
長
を
拝
命
し
、
そ
の
職
責

の
重
さ
に
身
が
引
き
締
ま
る
思

い
で
す
。

　
さ
て
、
こ
の
た
び
の
議
会
議

員
選
挙
に
お
い
て
、
投
票
率
の

低
さ
が
気
に
な
り
ま
し
た
。
町

民
の
皆
様
の
、
議
会
へ
の
関
心
の

低
さ
の
表
れ
か
と
思
い
ま
す
。

　
議
会
の
情
報
発
信
、
町
民
の

　
「
コ
ロ
ナ
禍
！
あ
わ
て
ず
・
あ

せ
ら
ず
・
平
常
心
」
で
、
皆
様
の

考
え
を
聞
き
な
が
ら
、
町
行
政
施

策
に
反
映
で
き
る
よ
う
最
大
限
の

努
力
で
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、住
み
や

す
い
湯
梨
浜
町
を
め
ざ
し
、皆
さ
ん
の

声
を
行
政
へ
届
け
ま
す
。そ
し
て
、こ

れ
か
ら
も
心
の
痛
み
の
わ
か
る
議
員

で
あ
り
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

議会をめざして

濱
はまなか

中　武
たけとし

仁

松
まつおか

岡　昭
あきひろ

博

磯
いそえ

江　公
きみひろ

博

寺
てらじ

地　章
のりゆき

行

光
みつい

井　哲
てつはる

治

河
かわた

田　洋
よういち

一

議長

泊　61歳　⑥

門田　70歳　③

田後　69歳　①

野花　72歳　⑥

はわい長瀬　68歳　⑥

別所　60歳　⑤

　令和３年４月25日に町議会議員選挙が８年ぶりに行われ、12名の議員が決定しました。
　５月10日に臨時会を開き、議長、副議長を選挙で選出したほか、常任委員や監査委員など
を決定しました。
　住民の皆様の負託にこたえる議会活動ができるよう、議員一同決意を新たにしています。
　新たな議会構成は、９ページに掲載しています。

皆
様
へ
よ
り
分
か
り
や
す
く
理
解

し
て
い
た
だ
け
る
た
め
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
町
民
の
皆

様
の
声
を
聞
き
、
町
政
発
展
と
町

民
生
活
の
安
定
の
た
め
、
議
会
が

そ
の
役
割
を
果
た
し
、
存
在
感
が

発
揮
で
き
る
よ
う
、
誠
心
誠
意
議

会
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

存
在
感
の
あ
る
議
会
へ

氏　名
住所　年齢　当選回数
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大
好
き
な
湯
梨
浜
の
今
、
そ
し

て
未
来
の
た
め
に
、
子
育
て
世
代

の
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
！

　
誰
も
が
の
び
の
び
と
生
活
・
成

長
で
き
る
町
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
私
は
、
長
年
の
障
が
い
者
・
高

齢
者
福
祉
現
場
の
職
員
・
役
員
、

さ
ら
に
は
僧
侶
と
し
て
の
経
験
を

生
か
し
、
町
民
の
命
と
暮
ら
し
を

守
り
、
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
全
力

を
注
ぎ
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
脱
却
！
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
常
に
住
民
に
寄

り
添
い
な
が
ら
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
、
必
要
な
支
援
が
町
民
の

皆
様
に
届
く
よ
う
に
負
託
に
こ
た

え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
、
春
か
ら
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、
大
変
な

状
況
が
始
ま
り
ま
し
た
。「
ウ
イ

ル
ス
と
の
共
生
」
と
い
う
覚
悟

な
く
し
て
、
前
に
進
め
な
い
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

　
身
近
な
社
会
、
国
際
社
会
な

　
町
民
の
方
に
湯
梨
浜
町
や
議
会

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
情
報
開
示
の
推
進
や
発
信
に

工
夫
を
凝
ら
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
今
議
会
か
ら
、
女
性
は
一
人
に

な
り
残
念
に
思
い
ま
す
。
女
性
活

躍
が
叫
ば
れ
る
時
代
で
す
。
あ
と

に
続
く
方
々
の
た
め
に
も
頑
張
り

ま
す
。

信頼
される

小
おがわ

川　　遊
ゆう

信
のぶはら

原　和
かずひろ

裕

入
いりえ

江　　 誠
まこと

中
なかもり

森  圭
けいじろう

二郎

増
ますい

井　久
くみ

美

米
よねだ

田　強
つよみ

美
副議長

田後　38歳　①

はわい長瀬　70歳　①

田後　60歳　⑥

松崎　36歳　①

田後　70歳　⑤

旭　66歳　③

ど
、い
ろ
い
ろ
な
分
野
に
お
い
て
も
、

「
共
生
」
が
今
ま
で
以
上
に
大
切

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
も
、
信
頼
関
係
の
構
築
が
重
要
。

真
剣
に
信
頼
さ
れ
る
議
員
を
模
索
。

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

町
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
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令
和
３
年
６
月
定
例
会
は
、
６
月
10
日

か
ら
18
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
令
和
３
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
を
慎
重

に
審
議
し
、
提
案
さ
れ
た
13
議
案
す
べ

て
、
原
案
の
と
お
り
可
決
及
び
同
意
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
議
員
発
議
に
よ
る
国
に
提
出
す

る
意
見
書
２
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

・ 

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進

事
業

１
１
５
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
で
観
光
事

業
が
甚
大
な
被
害
を
受
け

て
い
る
。
旅
先
で
の
テ
レ

ワ
ー
ク
（
情
報
通
信
を
活

・ 

駅
舎
新
築
改
修
工
事
事
業

３
９
４
５
万
円

　

ト
イ
レ
の
水
洗
化
に
向

け
た
改
修
を
目
的
と
し
て

調
査
し
た
結
果
、
劣
化
が

激
し
く
老
朽
化
が
進
行
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
部

改
修
で
は
な
く
建
て
替
え

を
行
う
た
め
増
額
。

・ 

文
化
財
保
護
臨
時
経
費

１
４
２
万
円

　

ト
ウ
テ
イ
ラ
ン
ふ
る
さ

と
公
園
用
地
の
購
入
単
価

を
、
固
定
資
産
税
の
評
価

額
を
基
準
に
算
定
し
て
い

た
が
、
近
隣
の
売
買
事
例

に
基
づ
い
て
算
定
す
る
よ

う
見
直
し
を
行
っ
た
こ
と

に
よ
る
増
額
。

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

４
９
０
９
万
円
を
追
加
し
、

補
正
後
の
予
算
の
総
額
を

１
０
１
億
２
９
６
３
万
円

と
す
る
。

養生館で旅館ワーケーションを
体験する様子

整備が予定されている
トウテイランふるさと公園

（橋津）

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
推
進
で

　
　

  　
　
新
た
な
観
光
産
業
を
め
ざ
す

補
正
予
算

令和３年６月定例会

一
般
会
計

コ
ロ
ナ
禍
の
観
光

産
業
創
出

Ｊ
Ｒ
泊
駅
舎
新
築

改
修
へ

算
定
方
法
見
直
し

実
施

用
し
遠
隔
地
で
仕
事
）
を

す
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

（
仕
事
も
休
暇
も
楽
し
む

働
き
方
）
に
よ
り
、
自
然

や
景
観
に
囲
ま
れ
た
農
作

物
や
温
泉
に
恵
ま
れ
た
滞

在
地
と
し
て
、
積
極
的
な

観
光
産
業
を
創
出
す
る
。

　

補
正
額
は
、
テ
レ
ビ
番

組
・
新
聞
広
告
料
な
ど
。
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歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ　

１
８
０
万
円
を
減
額
し
、

補
正
後
の
予
算
の
総
額
を

16
億
９
４
７
８
万
円
と
す

る
。ポ

ン
プ
事
業
の
予

算
組
み
替
え

・ 

雨
水（
ポ
ン
プ
場
）事
業

　

計
画
中
の
松
崎
地
区
内

・ 

元
気
い
っ
ぱ
い
高
齢
者

応
援
事
業

１
３
０
万
円

　

外
出
を
控
え
る
高
齢
者

が
楽
し
め
る
視
聴
者
参
加

型
の
自
主
番
組
を
制
作
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
予
防
の
外
出
自
粛
の

影
響
か
、
町
内
の
介
護
認

定
者
は
増
加
傾
向
に
あ

る
。

　

町
内
の
名
所
や
散
歩

コ
ー
ス
を
紹
介
し
、
外
出

の
重
要
性
を
喚
起
す
る
。

・ 

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
推

進
事
業

49
万
円

　

湯
梨
浜
町
、
北
栄
町
、

琴
浦
町
の
３
町
で
、
地
域

外
か
ら
購
入
し
て
い
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
町
内
で
生

産
、
消
費
で
き
る
よ
う
新

電
力
会
社
設
立
の
検
討
を

続
け
て
き
た
。

　

令
和
３
年
度
は
、
３
町

と
民
間
企
業
に
よ
る
新
電

力
会
社
設
立
の
最
終
判
断

に
向
け
て
検
討
す
る
。

　

北
栄
町
が
３
町
を
代
表

し
て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会

社
へ
委
託
を
行
う
の
で
、
そ

の
負
担
金
を
支
払
う
。

３
集
落
に
支
援

・ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

４
３
０
万
円

　

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が

実
施
す
る
事
業
を
活
用

し
、
各
集
落
・
団
体
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要

な
施
設
、
設
備
の
整
備
を

行
う
。

・ 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
事
業

２
０
７
万
円

　

成
人
式
対
象
者
が
安
心

し
て
成
人
式
に
出
席
で
き

る
よ
う
、出
席
者
全
員
に

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
す
る
。

　

検
査
委
託
費
、
通
信
費

を
補
正
す
る
。グラウンドゴルフを楽しむ高齢者たち

急がれる冠水対策

下
水
道
事
業

特
別
会
計

外
出
の
き
っ
か
け

を
作
る
番
組
制
作

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

産
地
消
を
検
討

安
心
し
て
成
人
式

に
出
席

　

ま
た
、
番
組
商
品
と
し

て
ゆ
り
は
ま
商
品
券
を
配

布
し
、
町
内
事
業
者
支
援

も
行
う
。

・
光
吉
区
…
除
雪
機
ほ
か

・�

長
瀬
中
部
区
会
…
パ
ソ

コ
ン
ほ
か

・�

長
江
区
自
治
会
…
エ
ア

コ
ン
ほ
か

「
湯
梨
浜
町
防
災

マ
ッ
プ
」の
改
訂

・ 

防
災
力
強
化
事
業

１
４
９
万
円

　

国
の
災
害
対
策
基
本
法

が
改
正
さ
れ
、
災
害
時
に

町
が
発
令
す
る
「
避
難
情

報
」
が
名
称
変
更
と
な
っ

た
。

　

そ
こ
で
、
避
難
所
、
地

図
、
浸
水
想
定
区
域
の
修

正
も
あ
わ
せ
て
「
湯
梨
浜

町
防
災
マ
ッ
プ
」
を
改
訂

す
る
。
８
０
０
０
部
印
刷

し
て
、全
戸
配
布
を
予
定
。

低
所
得
世
帯
の
子

育
て
支
援

・ 
低
所
得
の
子
育
て
世
帯

生
活
支
援
特
別
給
付
金

１
６
１
３
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
長

期
化
で
、
経
済
的
に
苦
し

む
一
人
親
世
帯
な
ど
を
支

援
す
る
。

　

２
９
５
名
の
児
童
に

５
万
円
ず
つ
支
給
す
る
。

水
面
事
業
、
龍
島
雨
水
ポ

ン
プ
場
建
設
工
事
の
う

ち
、
建
設
資
材
の
購
入
予

算
の
組
み
替
え
。

　

全
体
予
算
を
工
事
費

（
４
億
５
５
５
１
万

円
）
と
備
品
購
入
費

（
３
億
４
０
０
０
万
円
）

に
分
割
発
注
し
、
広
く
入

札
参
加
資
格
を
有
す
る
希

望
者
の
参
加
機
会
を
可
能

に
す
る
。

　

ま
た
、
透
明
性
、
競
争

性
、
公
平
・
公
正
な
執
行

を
確
保
す
る
。
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曖
昧
な
提
案
で
は
な

か
っ
た
か

４
月
の
降
霜
、ひ
ょ
う

害
の
緊
急
支
援

☆
Ｊ
Ｒ
泊
駅
舎
は
、
ト
イ
レ
整
備
を
含
め
た
改
修
工
事

か
ら
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の
多
目
的
ト
イ
レ
整

備
要
望
や
、
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
開
催
を

控
え
、検
討
し
た
結
果
、新
築
改
修
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
全
員
協
議
会
な
ど
で
の
意
見
を
ふ
ま
え
、
女

子
ト
イ
レ
の
増
設
な
ど
が
追
加
提
案
さ
れ
た
。

☆
ト
ウ
テ
イ
ラ
ン
ふ
る
さ

と
公
園
整
備
の
用
地
購
入

単
価
の
算
定
方
法
の
見
直

し
が
行
わ
れ
た
。

☆
県
が
４
月
の
霜
、
ひ
ょ

う
被
害
に
対
し
て
緊
急
支

援
事
業
を
行
う
。

　
町
も
上
乗
せ
補
助
と
し

て
支
援
し
て
い
く
。

☆
湯
梨
浜
町
・
北
栄
町
・

琴
浦
町
と
民
間
企
業
が
連

携
し
た
新
電
力
会
社
設
立

に
向
け
た
調
査
を
、
昨
年

行
っ
た
。

　
今
年
度
は
県
補
助
金
を

利
用
し
、
詳
細
に
検
討
す

る
。

答答

答

答

答

答答

答答

答答

問問問

問

問

問

問

問

問

問

問

　
　
　

�

新
築
と
の
こ
と

　
　
　
だ
が
、
特
長
の
あ
る

も
の
に
す
る
べ
き
で
は
。

　
　
　
　

維
持
管
理
を
考
え

　
　
　

れ
ば
、
奇
抜
な
も
の

で
は
な
く
低
コ
ス
ト
の
も
の

に
し
た
い
。

　
　
　

�

木
材
が
高
騰
し

　
　
　
て
い
る
が
、
増
額
の

心
配
は
な
い
か
。

　
　
　
　

許
容
で
き
る
余
裕

　
　
　

を
持
っ
た
積
算
を
し

て
い
る
の
で
大
丈
夫
と
考
え

る
。

　
　
　

�

整
備
後
の
管
理

　
　
　
を
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

　
　
　
　

町
が
委
託
料
と
し

　
　
　

て
整
備
す
る
部
分

と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
両

方
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
単
価
差
が
あ
ま
り

　
　
　
に
も
大
き
い
が
、
曖

昧
な
提
案
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
　
　
　

収
穫
量
が
確
定
さ

　
　
　
れ
な
い
と
、
支
援
が

行
え
な
い
の
か
。

　
　
　
　

Ｊ
Ａ
、
生
産
者
組

　
　
　

織
を
中
心
に
状
況
を

確
認
し
、
収
穫
期
ま
で
に
確

定
し
た
い
。

　
　
　
　

漏
れ
が
な
い
よ
う

　
　
　
に
気
配
り
を
。

　
　
　

�

Ｊ
Ａ
以
外
の
生

　
　
　

産
団
体
、
個
人
の
農

家
に
は
町
報
で
周
知
し
、
町

で
調
査
す
る
。

　
　
　
　
品
質
的
に
も
落
ち

　
　
　
て
し
ま
う
が
、
収
入

面
で
も
考
慮
さ
れ
る
か
。

　
　
　

��

収
入
面
で
の
補
償

　
　
　

は
な
い
。

　
　
　
　
再
生
可
能
エ
ネ
ル

　
　
　
ギ
ー
の
取
組
み
は

重
要
。

　
前
向
き
か
つ
慎
重
な
検

Ｊ
Ｒ
泊
駅
舎
改
修
か
ら

　
　
　
　
　
新
築
整
備
へ

中
部
地
域
新
電
力

事
業
を
検
討

総 務 産 業 常 任 委 員 会

整備が急がれる現泊駅舎

討
を
。　
　
　
　

　
　
　
　

９
月
ま
で
に
は
町

　
　
　

の
方
針
を
決
め
る
必

要
が
あ
る
。

　

逐
一
報
告
し
て
い
く
。

　
　
　
　
民
間
事
業
に
町
が

　
　
　
関
わ
る
意
義
は
。

　
事
業
を
や
ら
な
い
場
合
、

補
助
金
の
返
還
が
必
要
か
。

　
　
　
　

事
業
の
有
益
性

　
　
　

と
、参
画
は
別
の
話
。

十
分
に
調
査
し
見
極
め

た
い
。

　

補
助
金
の
返
還
は
な
い
。

　
　
　
　

管
理
は
町
が
行
う

　
　
　
の
か
。

　
　
　
　

Ｊ
Ｒ
か
ら
無
償
譲

　
　
　

渡
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
町
で
管
理
し
て
い
く
。

　
　
　
　

今
後
は
算
定
方
法

　
　
　

を
精
査
し
、
提
案
し

て
い
く
。

　
　
　
　ト
ウ
テ
イ
ラ
ン

　
　
　
の
盗
難
の
心
配
は
な

い
の
か
。

　
　
　
　

心
配
し
て
い
る
。

　
　
　

お
知
恵
を
い
た
だ
き

た
い
。
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☆
高
齢
者
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

説
明
を
受
け
た
。

☆
施
設
の
整
備
に
向
け
、

事
業
者
の
公
募
を
行
う
。

☆
対
象
者
が
安
心
し
て
成

人
式
に
出
席
で
き
る
よ

う
、
出
席
者
全
員
に
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
を
行
う
。

答

答

答答答

答

答

答

答

問

問

問問問

問

問

問

問

　
　
　
　

自
治
体
に
よ
っ
て

　
　
　
は
、
保
育
士
な
ど
職

業
に
よ
り
優
先
接
種
を
し
て

い
る
。
わ
が
町
の
対
応
は
。

　
　
　
　

65
歳
以
上
の
方
を

　
　
　

優
先
的
に
接
種
し
て

い
る
。

　

今
後
、
職
種
な
ど
を
考
慮

し
な
が
ら
優
先
接
種
を
考
え

た
い
。

　
　
　
　
高
齢
者
の
中
に

　
　
　
は
、
接
種
会
場
に
行

け
な
い
と
か
、
予
約
や
連
絡

な
ど
が
で
き
な
い
人
も
あ
る

の
で
は
。

　
　
　
　

訪
問
診
療
で
の
ワ

　
　
　

ク
チ
ン
接
種
も
進
め

て
い
る
。

　

関
係
課
と
協
力
し
、
最
終

的
な
掘
り
起
こ
し
を
し
て
進

め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

建
設
ま
で
の
ス
ケ

　
　
　
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
　
　

公
募
の
期
間
は
、

　
　
　

8
月
上
旬
か
ら
2
か

月
程
度
。

　

選
定
時
期
は
、
10
月
中
旬

を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　
施
設
へ
の
入
所
を

　
　
　
希
望
し
て
い
る
待
機

者
は
、
町
内
に
ど
の
程
度
お

ら
れ
る
の
か
。

　
　
　
　

令
和
2
年
度
の
待

　
　
　

機
者
数
は
、
50
人
と

な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
事
業
者
の
選
定
方

　
　
　
法
と
選
定
基
準
は
。

　
　
　
　

現
在
、
審
査
要
項

　
　
　

を
策
定
し
て
い
る
。

　

選
定
委
員
会
で
審
査
を
行

　
　
　
　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
キ
ッ

　
　
　
ト
の
数
は
十
分
か
。

　
　
　
　

今
年
1
月
3
日
に

　
　
　

予
定
し
て
い
た
成
人

式
が
延
期
に
な
っ
た
。
検
査

キ
ッ
ト
は
そ
の
と
き
の
出
席

者
数
で
計
上
し
て
い
る
。

　
　
　
　

検
査
キ
ッ
ト
の
配

　
　
　
布
と
結
果
確
認
は
ど

う
す
る
の
か
。

　
　
　
　

出
席
希
望
者
全
員

　
　
　

に
配
布
す
る
。
検
査

結
果
は
役
場
に
返
送
さ
れ

る
。

　

参
加
者
了
解
の
も
と
で
進

め
て
い
く
。

　
　
　
　

令
和
4
年
4
月

　
　
　
か
ら
成
人
年
令
が
18

歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
が
、

成
人
式
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　
　

成
人
式
は
、
20
歳

　
　
　

を
対
象
と
す
る
。
式

典
の
名
称
は
、
20
歳
の
節
目

に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
検
討

す
る
。

　
　
　
　

現
状
で
は
、
9
月

　
　
　
開
催
も
難
し
い
の
で

は
。
そ
の
判
断
は
い
つ
行
う

の
か
。

　
　
　
　

8
月
上
旬
に
判
断

　
　
　

し
た
い
。
12
月
に
再

延
期
す
る
こ
と
も
含
め
て
既

に
通
知
し
て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
の
優
先
接
種
は

　
職
種
な
ど
を
考
慮
す
る

地
域
密
着
型
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
を

整
備
へ

延
期
に
な
っ
た
成
人
式

の
開
催
は

成
人
式
は
20
歳
を
対
象

ワクチン接種前の問診の様子
（活性化センターはまなす）

令和２年成人式（ハワイアロハホール）

教 育 民 生 常 任 委 員 会

い
、
そ
の
評
価
に
基
づ
い
て

町
長
が
決
定
す
る
。
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陳 情 審 査 結 果  
常任委員会に付託した陳情は、慎重に審査を行い次のとおり決定しました。

件　　　名 陳情者名 採決結果

保育士の全面パート化につながる短
時間勤務保育士の活用促進ではな
く、保育所職員の配置基準改善、処
遇向上のための必要な措置を求める
意見書の提出を求める陳情書

鳥取の保育を考える会

石井　由加利

採　　択

全会一致

（国に意見書を提出）

ゆたかな学びの実現・教職員定数改

善をはかるための、2022年度政府予

算に係る意見書採択に関する陳情

鳥取県高等学校教職員組合
中部支部

支部長　谷口　善一朗

鳥取県教職員組合中部支部
　支部長　川上　慎治

採　　択

全会一致

（国に意見書を提出）

地方財政の充実・強化を求める陳情

自治労鳥取県本部
執行委員長　山口　一樹

湯梨浜町職員労働組合　　　
執行委員長　金田　　涼

継続審査

旧北溟中学校跡地利用に関する陳情書
羽合地域グラウンド・ゴルフ協会

　会長　永野　忠行
継続審査

　
保
育
士
の
全
面
パ
ー
ト
化
に
つ
な
が
る
短
時
間
勤
務
保
育
士
の

活
動
促
進
で
は
な
く
、
保
育
所
職
員
の
配
置
基
準
、
処
遇
向
上
の

た
め
の
必
要
な
措
置
を
求
め
る
意
見
書
（
要
約
）

　
少
人
数
学
級
・
教
職
員
定
数
の
改
善
に
係
る
意
見
書
（
要
約
）

　

国
は
、
待
機
児
童
が
い
る
自
治
体
限
定
で
あ
る
が
、
「
各
ク
ラ

ス
で
常
勤
保
育
士
１
名
必
須
配
置
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
、

パ
ー
ト
保
育
士
だ
け
で
担
当
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
パ
ー
ト
保
育
士
が
増
え
れ
ば
、
常
勤
・
正
規
職
員
の
負
担
が

さ
ら
に
増
す
な
ど
の
問
題
が
生
じ
、
ク
ラ
ス
担
任
が
パ
ー
ト
対
応

と
な
れ
ば
保
育
の
質
低
下
は
免
れ
な
い
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
保
育
所
の
重
要
性
は
い
っ
そ
う
明
ら
か
に
な

り
、
国
が
責
任
を
持
っ
て
改
善
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
常
勤
職
員
の
確
保
・
増
員
及
び
処
遇
改
善
を
講
じ
る
よ

う
要
請
す
る
。

　

子
ど
も
た
ち
へ
の
き
め
細
か
な
教
育
と
ゆ
た
か
な
学
び
を
保
障

し
、
教
職
員
の
定
数
改
善
に
よ
る
働
き
方
改
革
の
実
現
の
た
め
、

次
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
要
請
す
る
。

一�

．
中
学
校
・
高
等
学
校
で
の
35
人
学
級
の
早
期
実
施
と
、
さ
ら

な
る
少
人
数
学
級
に
つ
い
て
の
検
討
。

二�

．
学
校
の
働
き
方
改
革
・
長
時
間
労
働
是
正
実
現
の
た
め
の
教

職
員
定
数
改
善
。

三�

．
自
治
体
の
「
学
級
編
成
基
準
の
弾
力
的
運
用
」
の
た
め
の
加

配
の
継
続
。
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総務産業常任委員会 （６人）

教育民生常任委員会 （６人）

議会広報常任委員会 （11人）

議会運営委員会 （５人）

委 員 会 構 成委 員 会 構 成
委 員 長
副委員長
委 員

委 員 長
副委員長
委 員

委 員 長
副委員長
委 員

委 員 長
副委員長
委 員

＜担当の仕事＞
総務課・企画課・出納室・

町民課（税務関係）・産業

振興課・建設水道課・みら

い創造室・国民宿舎に関す

ること

＜担当の仕事＞
町民課（税務関係を除く）・

子育て支援課・健康推進

課・長寿福祉課（地域包括

支援センター）・総合福祉

課・教育委員会に関すること

＜担当の仕事＞
議会だよりの編集、広報の

実施に関すること

＜担当の仕事＞
議会運営全般について協議

し、意見調整をはかる

入江　　誠
小川　　遊
米田　強美
寺地　章行
磯江　公博
増井　久美

松岡　昭博
信原　和裕
光井　哲治
河田　洋一
中森圭二郎
濱中　武仁

増井　久美
中森圭二郎
松岡　昭博
米田　強美
光井　哲治
寺地　章行
河田　洋一

磯江　公博
小川　　遊
入江　　誠
信原　和裕

河田　洋一
寺地　章行
入江　　誠
松岡　昭博
増井　久美

オブザーバーとして
濱中武仁議長、米田強美副議長

◆議会選出監査委員　　　　　　　　　　　　光井　哲治
◆鳥取中部ふるさと広域連合議会　　　議員　濱中　武仁　　議員　米田　強美
◆鳥取県後期高齢者医療広域連合議会　議員　濱中　武仁
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質問者 質　問　事　項 ページ
河田　洋一 ３歳以上の園児にも温かいご飯を １０

松岡　昭博
収入保険保険料助成制度の創設を

１１
高齢者の見守りに町も積極的対応を

中森圭二郎
教職員による消毒業務の軽減を

１２
生徒・保護者が関わる校則見直しを

米田　強美
自然保育事業に支援を

１３
アフターコロナの観光を考える

信原　和裕
戦中・戦後の経験を今の時代に

１４
気候変動にあわせ、改めて防災対策を

増井　久美
加齢性難聴者へ補聴器購入助成を

１５
新型コロナウイルス対策への支援強化を

河
かわ

田
た

　洋
よう

一
いち

おいしい給食楽しいな
（たじりこども園）

【
問
】
①
３
歳
未
満
の
園
児

に
は
、
自
園
給
食
で
お
か
ず

と
一
緒
に
ご
飯
を
出
し
て
い

る
の
に
、
３
歳
以
上
に
な
る

と
ご
飯
を
持
参
す
る
の
は
な

ぜ
か
。

　

自
園
調
理
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、
３
歳

以
上
の
園
児
に
も
温
か
い
ご

飯
を
自
園
給
食
で
食
べ
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か

問
う
。

②
保
護
者
の
負
担
、
衛
生
面

の
問
題
も
含
め
、
子
ど
も
た

ち
の
健
康
維
持
、
増
進
の
観

点
か
ら
も
、
ど
う
す
れ
ば
３

歳
以
上
の
園
児
に
も
温
か
い

ご
飯
を
食
べ
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
、
単
刀
直
入
に

問
う
。

【
町
長
】
①
令
和
元
年
10
月

１
日
か
ら
実
施
さ
れ
た
保
育

の
無
償
化
に
よ
り
、
保
育
料

は
無
料
化
さ
れ
た
が
、
主

食
・
副
食
費
は
対
象
外
で
あ

り
、
保
護
者
負
担
で
お
願
い

し
て
い
る
。

②
温
か
い
ご
飯
を
提
供
す
る

た
め
に
は
、
㋑
主
食
費
負
担

の
追
加
㋺
炊
飯
器
、
食
器
な

ど
の
購
入
と
設
置
場
所
の
確

保
㋩
ク
ラ
ス
配
膳
に
時
間
が

か
か
り
保
育
士
の
負
担
増
㊁

調
理
員
の
増
員
な
ど
の
課
題

が
あ
る
。

　

今
の
と
こ
ろ
温
か
い
ご
飯

の
提
供
は
考
え
て
い
な
い

が
、
保
護
者
の
方
か
ら
の
要

望
が
強
け
れ
ば
一
考
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

３歳以上の園児にも
　　　　　　　温かいご飯を

 一般
    質問 町政を問う！

６月定例会では、６人の議員が一般質問を行い、活発な議論を展開しました。

町長 要望が強ければ一考を要する
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梨の袋掛け作業（野方）

【
問
】
日
本
一
の
生
産
量
を

誇
る
本
町
の
二
十
世
紀
梨

は
、
衰
退
か
再
生
に
向
か
う

の
か
岐
路
に
立
っ
て
い
る
。

　

再
生
に
必
要
な
こ
と
は
、

経
営
の
安
定
化
と
労
働
力
不

足
の
解
消
と
思
う
。

①
経
営
安
定
に
は
収
入
保
険

加
入
が
必
要
で
あ
り
、
保
険

料
の
助
成
制
度
を
創
設
し
て

ほ
し
い
。

②
Ｊ
Ａ
な
ど
と
連
携
し
、
労

働
力
確
保
の
仕
組
み
を
整
備

し
て
ほ
し
い
。

③
二
十
世
紀
梨
の
Ｐ
Ｒ
と
、

生
産
者
に
自
覚
と
自
信
を

持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
大

き
な
看
板
を
要
所
に
設
置
し

て
ほ
し
い
。

【
町
長
】
①
令
和
２
年
度
か

ら
、
収
入
保
険
制
度
加
入
促

進
事
業
費
補
助
金
を
支
援
し

て
い
る
。
ま
た
、
梨
・
ぶ
ど

う
・
柿
の
農
業
共
済
掛
金
を

助
成
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
町
独
自
で
の
上

乗
せ
追
加
負
担
は
、
現
在
の

と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

②
「
特
定
地
域
づ
く
り
事
業

協
同
組
合
制
度
」
を
検
討
し

た
が
、
実
施
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。

③
令
和
２
年
度
の
鳥
取
県
に

関
す
る
イ
メ
ー
ジ
調
査
で
、

二
十
世
紀
梨
の
特
産
品
認
知

度
は
、
10
年
連
続
一
位
。
看

板
以
外
の
媒
体
も
活
用
し
、

Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
い
。

収入保険保険料
　　　助成制度の創設を

松
まつ

岡
おか

　昭
あき

博
ひろ

地域包括支援センター
（湯梨浜町役場）

高
齢
者
の
見
守
り
に

　
　
　
　
町
も
積
極
的
対
応
を

町
・
関
係
機
関
・
地
域
で
支
援

【
問
】
高
齢
者
福
祉
計
画
な

ど
に
は
、
高
齢
者
を
地
域
で

見
守
る
体
制
づ
く
り
の
充
実

な
ど
、
多
様
な
見
守
り
施
策

の
充
実
が
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

①
高
齢
者
が
困
っ
て
い
る
と

き
に
は
、
迅
速
に
支
援
が
届

く
よ
う
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ

け
で
な
く
町
も
積
極
的
に
対

応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

②
近
年
、
ど
れ
だ
け
の
集
落

で
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
た

の
か
。

　

訓
練
を
実
施
し
て
い
な
い

集
落
に
は
、
訓
練
実
施
を
働

き
か
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
①
町
の
令
和
３

年
４
月
の
高
齢
者
人
口
は

５
３
８
４
人
で
、
高
齢
者
の

世
帯
も
年
々
増
加
し
て
い

る
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
の
相
談
は
減
少
傾
向

だ
が
、
町
と
し
て
も
引
き
続

き
、
相
談
、
支
援
体
制
を
充

実
強
化
し
て
い
く
。

　

支
え
合
い
マ
ッ
プ
作
り

で
、
町
・
関
係
機
関
・
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
支
援
す
る

体
制
を
整
え
る
。

②
令
和
２
年
度
、
60
集
落

で
、
延
べ
１
３
０
回
の
避
難

訓
練
、
消
火
訓
練
、
防
災
訓

練
を
実
施
。
実
施
し
て
い
な

い
集
落
に
は
、
防
災
特
別
対

策
官
か
ら
の
呼
び
か
け
や
、

文
書
を
出
し
て
い
き
た
い
。

町長

町長

追加助成は考えていない
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感染予防対策として消毒作業を実施
（東郷小学校）

【
問
】
教
職
員
の
過
密
労
働
、

長
時
間
労
働
が
問
題
に
な
っ

て
い
る
。
教
職
員
の
業
務
の

中
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
予
防
対
策
と
し
て
の

消
毒
、
清
掃
が
加
わ
っ
て
い

る
。通
常
の
授
業
の
ほ
か
に
、

理
科
や
家
庭
科
の
授
業
、
運

動
会
と
い
っ
た
行
事
な
ど
、

感
染
予
防
対
策
が
必
要
な
場

面
は
多
岐
に
わ
た
る
。

①
こ
う
し
た
業
務
が
教
員
の

過
度
な
負
担
に
な
っ
て
い

な
い
か
、教
育
長
の
見
解
を

問
う
。

②
消
毒
業
務
の
範
囲
の
見
直

し
や
外
部
人
材
の
活
用
、

業
務
委
託
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
。

【
教
育
長
】
①
教
職
員
の
負

担
軽
減
に
つ
い
て
は
、
羽
合

小
学
校
、
湯
梨
浜
中
学
校
に

教
員
業
務
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を

配
置
し
て
い
る
。
羽
合
小
学

校
で
は
、
消
毒
作
業
を
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託

し
て
い
る
。

　

毎
月
行
っ
て
い
る
校
長
会

で
の
聞
き
取
り
に
よ
れ
ば
、

消
毒
業
務
が
過
度
の
負
担
に

な
っ
て
い
る
と
は
聞
い
て
い

な
い
。

②
外
部
人
材
の
活
用
に
つ
い

て
は
、
羽
合
小
学
校
以
外
の

学
校
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
随

時
検
討
し
た
い
。

中
なか

森
もり

　圭
けい

二
じ

郎
ろう

【
問
】
社
会
状
況
の
変
化
に

合
わ
せ
て
学
校
の
校
則
を
見

直
す
動
き
が
全
国
的
に
高

ま
っ
て
い
る
。
主
権
者
教
育

の
観
点
か
ら
も
、
児
童
生

徒
、
保
護
者
も
校
則
見
直
し

に
参
加
で
き
る
形
を
作
る
べ

き
だ
と
思
う
。

　

そ
こ
で
、
①
現
在
の
湯
梨

浜
町
に
お
け
る
校
則
・
生
徒

指
導
の
公
表
状
況
や
見
直
し

の
頻
度
、
体
制
に
つ
い
て
現

状
を
問
う
。

②
教
育
委
員
会
が
学
校
に
対

し
て
、
校
則
・
生
徒
指
導
の

あ
り
方
の
見
直
し
を
求
め
る

通
知
を
出
す
自
治
体
も
あ
る

が
、
湯
梨
浜
町
教
育
委
員
会

は
学
校
に
通
知
を
出
す
つ
も

り
か
。

【
教
育
長
】
①
小
学
校
で

は
、
「
小
学
校
の
く
ら
し
」

な
ど
を
生
活
の
き
ま
り
と
し

て
児
童
や
保
護
者
に
配
布
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
保
護
者
の
意
見

を
吸
い
上
げ
る
機
会
も
設

け
て
お
り
、
随
時
見
直
さ

れ
て
い
る
。

　

中
学
校
で
は
、
年
度
初
め

に
校
則
の
見
直
し
内
容
を
生

徒
に
伝
え
た
り
、
生
徒
の
声

を
見
直
し
な
ど
に
生
か
す
仕

組
み
を
検
討
し
て
い
る
。

②
文
部
科
学
省
か
ら
校
則
の

見
直
し
を
求
め
る
通
知
が
発

出
さ
れ
た
。

　

通
知
が
届
き
次
第
、
内
容

を
確
認
し
、
対
応
し
た
い
。

生
徒
・
保
護
者
が
関
わ
る

　
　
　
　
　
　
校
則
見
直
し
を

教育長

生
徒
の
声
を
生
か
す
仕
組
み
を
検
討

教職員による消毒業務の軽減を

教育長 要望があれば随時検討

あいさつ運動の様子
（東郷小学校）
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豊かな自然でのびのび過ごす
（自然がっこう  旅をする木）

自然保育事業に支援を

町長 町単体ではなく圏域で考えたい
米
よね

田
だ

　強
つよ

美
み

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の

　
　
　
　
　
　
観
光
を
考
え
る

町長

新
た
な
周
遊
ル
ー
ト
の
構
築
、

　
　
　
　
　
観
光
需
要
を
創
出

【
問
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
全
国
で
拡
大
し
、
宿
泊

業
な
ど
は
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
る
。
今
は
収
束
に
備

え
て
、
準
備
を
す
る
と
き
と

捉
え
る
べ
き
だ
。

①
中
部
圏
域
で
の
連
携
を
強

化
し
、
周
遊
ル
ー
ト
の
構
築

を
進
め
て
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
本
町
ら
し
い
特
徴

あ
る
商
品
開
発
が
必
要
。
そ

の
た
め
に
も
、
町
営
で
あ
る

水
明
荘
が
率
先
し
て
取
り
組

み
、
旅
館
組
合
、
観
光
協
会

と
連
携
し
て
は
ど
う
か
。

②
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
も

客
足
が
伸
び
ず
、
厳
し
い
状

況
が
続
く
。
経
済
的
支
援
を

ど
う
考
え
る
か
。

【
町
長
】
①
コ
ロ
ナ
禍
で
の

水
明
荘
の
果
た
す
役
割
と
し

て
は
、
中
部
圏
域
で
の
連

携
、
魅
力
を
高
め
る
。
東
・

西
部
圏
域
も
視
野
に
入
れ
た

新
た
な
周
遊
ル
ー
ト
の
構
築

も
取
り
入
れ
て
、
そ
の
強
化

を
は
か
り
、
一
定
の
成
果
が

出
せ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　

関
係
機
関
と
連
携
し
て
、

広
が
り
の
あ
る
形
で
進
め
て

い
き
た
い
。

②
コ
ロ
ナ
禍
で
の
経
済
支
援

で
は
、
引
き
続
き
国
や
県
と

連
携
し
て
支
援
し
て
い
く
。

　

ま
た
、「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
に
よ
る
新
た
な
観
光
需

要
を
創
設
し
、
コ
ロ
ナ
禍
及

び
コ
ロ
ナ
収
束
後
の
観
光
客

の
増
加
、
地
域
経
済
活
性
化

を
は
か
っ
て
い
き
た
い
。

※
こ
の
ほ
か
、「
困
窮
女
性
へ

の
支
援
」も
質
問
し
ま
し
た
。

【
問
】
１
年
を
通
じ
て
野
外

で
の
活
動
を
中
心
に
行
う
保

育
は
、
多
様
化
す
る
保
育

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
も
の
。

　

鳥
取
県
は
自
然
保
育
を
行

う
園
を
認
証
し
、
そ
れ
に
基

づ
き
運
営
費
の
補
助
を
行
っ

て
い
る
。
認
証
さ
れ
た
園

は
、
東
部
５
園
、
西
部
１

園
、
中
部
１
園
。

　

中
部
に
は
倉
吉
市
に
「
自

然
が
っ
こ
う　

旅
を
す
る

木
」
が
あ
り
、
基
本
単
価
の

２
分
の
１
を
県
が
補
助
し
、

倉
吉
市
は
倉
吉
市
在
住
者
を

対
象
に
３
分
の
１
を
補
助
し

て
い
る
。
湯
梨
浜
町
か
ら
も

１
名
が
利
用
し
て
お
り
、
利

用
者
に
応
じ
て
運
営
費
の
補

助
を
し
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
県
は
、
平
成
27
年

「
と
っ
と
り
森
・
里
山
等
自

然
保
育
認
証
制
度
」
を
創
設

し
、
運
営
費
（
利
用
者
負
担

を
除
い
た
経
費
）
の
助
成
を

開
始
。
補
助
割
合
は
県
２
分

の
１
、
市
町
村
の
補
助
は

任
意
。

　

倉
吉
市
は
、
市
内
で
事
業

を
実
施
す
る
事
業
者
を
補
助

対
象
と
さ
れ
て
お
り
、
倉
吉

市
と
同
じ
要
領
で
や
れ
ば
、

本
町
に
は
事
業
所
が
な
い
の

で
対
象
に
で
き
な
い
。

　

今
後
、
圏
域
相
互
の
市
町

で
同
様
な
扱
い
と
な
る
こ
と

を
前
提
に
考
え
て
み
た
い
。

観光の起爆剤として
ワーケーションに期待
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敵軍監視迎撃陣地のあった
潮風の丘とまり

【
問
】
今
、
世
界
中
で
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
が
大
流
行

し
、
本
町
で
も
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
、
物
心
両
面
で

苦
し
く
、
困
難
な
生
活
を
強

い
ら
れ
て
い
る
。

　

だ
が
、
か
つ
て
私
た
ち
の

先
人
は
、
十
五
年
戦
争
で
そ

れ
以
上
の
苦
し
み
を
経
験
し

な
が
ら
、そ
れ
を
乗
り
越
え
、

今
日
の
日
本
、
湯
梨
浜
町
を

築
い
て
き
た
。

　

そ
の
経
験
を
ふ
ま
え
、町
と

し
て
戦
時
中
の
町
民
の
生
活
、

頑
張
り
が
ど
う
だ
っ
た
か
を

町
報
や
小
学
校
の
平
和
学
習

で
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
終
戦
の
日
な
ど
の

平
和
の
鐘
の
提
案
を
寺
な
ど

に
し
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
終
戦
か
ら
76
年
の

月
日
が
流
れ
、
戦
争
体
験
を

聞
き
、
学
ぶ
機
会
が
減
っ
て

き
て
い
る
。
戦
争
の
記
憶
を

風
化
さ
せ
な
い
よ
う
、
さ
ま

ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
学
べ

る
よ
う
に
心
が
け
た
い
。

　

平
和
の
鐘
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
は
町
民
と
宗
教
団
体
と

の
協
議
か
ら
取
り
組
む
の
が

本
筋
だ
。

【
教
育
長
】
各
小
学
校
で
は

広
島
へ
の
修
学
旅
行
、
総
合

的
な
学
習
の
時
間
で
平
和
学

習
の
機
会
を
設
け
て
い
る
。

　

今
後
は
、
学
校
に
戦
争
体

験
者
を
お
招
き
し
て
お
話
を

き
く
な
ど
、
各
学
校
と
相
談

し
な
が
ら
、
平
和
学
習
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

【
問
】
湯
梨
浜
町
、
特
に
天

神
川
や
東
郷
池
周
辺
は
歴
史

的
に
水
害
が
多
く
、
官
民
と

も
ど
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
対

策
、
努
力
を
し
て
き
た
。

　

だ
が
近
年
、
異
常
気
象
で

想
定
外
の
大
雨
が
降
る
よ
う

に
な
り
、
改
め
て
「
天
神
川

も
危
な
い
」
と
言
わ
れ
だ

し
た
。

　

一
方
、
東
郷
池
周
辺
に
は

幼
児
、
高
齢
者
な
ど
の
災
害

弱
者
の
施
設
、
学
校
な
ど
が

増
え
続
け
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
人
た
ち
の
福
祉

避
難
所
の
整
備
や
確
保
、
町

内
各
地
域
・
集
落
の
避
難
所

の
整
備
、
避
難
訓
練
、
防
災

マ
ッ
プ
の
更
新
な
ど
、
改
め

て
早
急
に
す
べ
き
で
あ
る
。

【
町
長
】
全
国
的
に
、
局
地

化
・
集
中
化
・
激
甚
化
で
大

災
害
が
発
生
し
、
本
町
で

も
、
い
つ
で
も
起
こ
り
う
る

可
能
性
が
あ
る
。

　

現
在
、
県
工
事
で
東
郷
池

護
岸
改
修
、
周
辺
道
路
の
か

さ
上
げ
工
事
が
終
了
し
、
本

町
で
は
こ
の
工
事
に
連
携

し
、
高
額
だ
が
排
水
ポ
ン
プ

設
置
工
事
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
町
の
防
災
マ
ッ
プ
を

改
訂
し
、
洪
水
浸
水
想
定
区

域
を
過
去
の
事
例
か
ら
想
定

さ
れ
る
最
大
規
模
に
見
直
す
。

　

こ
れ
を
基
に
避
難
意
識
を

高
め
、
訓
練
や
防
災
講
習
会

で
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

※
こ
の
ほ
か
、「
小
・
中
学

校
の
副
読
本
の
充
実
」
も
質

問
し
ま
し
た
。

気
候
変
動
に
あ
わ
せ
、

　
　
　
　
改
め
て
防
災
対
策
を

町長

防
災
マ
ッ
プ
を
改
訂
し
、

　
　
　
　
　
　
想
定
区
域
を
見
直
す

信
のぶ

原
はら

　和
かず

裕
ひろ

戦中・戦後の経験を今の時代に

町長 戦争記憶を風化させないよう
努める

水害時には、災害弱者に不適当な
アロハホール
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小型化する補聴器

加齢性難聴者へ
　　　　　補聴器購入助成を

町長 内容を検討し、提案を考えている
増
ます

井
い

　久
く

美
み

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
へ
の

　
　
　
　
　
　
　

  

支
援
強
化
を

町長

さ
ま
ざ
ま
な
取
組
で
対
応
し
て
い
く

【
問
】
本
町
は
県
と
協
力
し

て
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
住

民
の
生
命
と
暮
ら
し
を
守
る

努
力
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

評
価
す
る
が
、
さ
ら
な
る
対

策
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

①
不
安
な
と
き
に
は
い
つ
で

も
誰
も
が
無
料
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を

作
っ
て
ほ
し
い
。

②
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
の
現

状
と
今
後
の
体
制
。

③
小
・
中
学
校
や
役
場
な

ど
、
公
的
施
設
の
ト
イ
レ
へ

生
理
用
品
の
無
償
配
備
を
す

る
こ
と
。

④
事
業
所
へ
の
さ
ら
な
る
補

償
を
強
め
る
こ
と
。

【
町
長
】
①
現
在
の
と
こ

ろ
、
鳥
取
方
式
で
感
染
を
抑

え
込
む
こ
と
に
成
果
を
上
げ

て
お
り
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
頼

ら
な
く
て
も
い
い
と
考
え
て

い
る
。

②
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
順
調
に

進
ん
で
い
る
。
よ
り
多
く
の

人
に
よ
り
早
く
を
モ
ッ
ト
ー

に
進
め
て
い
く
。

③
経
済
的
に
苦
し
ん
で
お
ら

れ
る
方
を
下
支
え
す
る
体
制

を
作
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
て
い
る
。

④
今
後
は
事
業
継
続
は
も
ち

ろ
ん
、
新
分
野
進
出
や
事
業

転
換
な
ど
の
前
向
き
な
投
資

に
対
す
る
支
援
な
ど
も
考
え

て
い
る
。

【
問
】
令
和
元
年
12
月
定
例

会
で
竹
中
議
員
が
、「
加
齢

性
難
聴
者
へ
の
補
聴
器
購
入

助
成
を
」
と
い
う
質
問
を
さ

れ
て
い
る
。

　
そ
の
と
き
の
町
長
答
弁
は
、

「
難
聴
も
認
知
症
の
危
険
因

子
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
が
、
補
聴
器
と
認

知
症
の
関
係
は
、
ま
だ
研
究

段
階
に
あ
る
と
思
っ
て
い
る
」

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
公
的
な
助
成
制
度

新
設
の
要
請
あ
る
い
は
国
の

研
究
結
果
を
注
視
し
て
実
施

の
検
討
も
し
て
み
た
い
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。
町
と
し

て
補
聴
器
購
入
助
成
制
度
を

つ
く
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
国
の
研
究
結
果
に

よ
る
と
、
認
知
症
の
危
険
因

子
の
う
ち
難
聴
は
最
も
重

要
。
ま
た
、
介
護
が
必
要
と

な
っ
た
要
因
の
第
一
位
は
認

知
症
で
あ
る
。
認
知
症
の
予

防
は
、
高
齢
者
介
護
を
社
会

全
体
で
支
え
、
家
族
に
よ
る

介
護
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と

に
つ
な
が
る
。

　

重
度
の
難
聴
の
方
へ
は
、

補
聴
器
は
補
装
具
と
し
て
の

位
置
づ
け
で
支
援
が
あ
る
。

　

町
と
し
て
は
、
そ
の
対
象

外
で
あ
る
軽
度
・
中
等
度
難

聴
の
方
の
補
聴
器
購
入
支
援

の
内
容
を
検
討
し
、
次
回
の

臨
時
会
あ
た
り
で
の
提
案
を

考
え
て
い
る
。

女子トイレに生理用品配備を
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議会の傍聴をお気軽に

【
編
集
】

　
　議
会
広
報
常
任
委
員
会

　８
年
ぶ
り
の
選
挙
を
経

て
、
新
人
議
員
も
加
わ
り
議

会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
議
会
だ
よ
り
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
顔
写
真
と

と
も
に
、
一
言
を
載
せ
て
い

ま
す
。
議
会
が
も
っ
と
皆
様

の
身
近
な
も
の
と
し
て
存
在

し
、
若
い
方
や
女
性
に
ど
ん

ど
ん
参
画
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
広
報
委
員
会
と
し
て

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
、

ご
要
望
な
ど
、
ぜ
ひ
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
傍
聴
に
も
来
て

い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

（
記

　増
井
）
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「湯梨浜町ゆかりの偉人～
　　　　　山内 篤処について」

　今昔物語風にいうと「今は昔、湯梨浜
に偉人ありけり…」みたいな話ですが、
現在の湯梨浜町役場の敷地が長瀬小学校
だった時代、校庭の片隅に鉄棒と砂場が
あり、その裏にこんもりと緑に囲まれて
石碑が建っていたことを覚えておられる
でしょうか。あの石碑は「山内篤処」と
いう方の顕彰碑で、学校の統廃合でその
都度移転して、羽合西小学校時代は学校
入り口正面に置かれ、今は羽合小学校の
プール横に置かれています。
　山内篤処は、幕末に鳥取藩の儒学者と
して藩政立案に尽力した人です。明治の
初めに学校制度ができてから教師養成の
指導者となり、長瀬に明治13年から明
治18年に没するまで定住して「楽只
（らくし）塾」という私塾を開き、長瀬
地区のみならず浅津、松崎、長和田など
近隣からも多くの人が教えを受け尊敬を
集めていました。
　石碑は山内篤処の功績を称えたもの

で、明治44年に県知事の了承を得て建
立されました。現在は地面に放置されて
いる状態で、湯梨浜町にとどまらず、鳥
取県の文化教育行政の礎を築いた偉人が
ないがしろにされているようで心が痛む
思いです。
　いずれの時か、再度きちんと建立され
た姿を見たいと願っています。

松岡　恭正 さん（はわい長瀬）
まつ おか　　  やす まさ

やまのうち  とく しょ

父の原稿を編さんし、「山内篤処伝」を
2015年に発刊


